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■帳票データの分析
• エクセルによる集計
• ＧＩＳ（QGIS）による地図化

■使⽤するデータ
• 全国輸出⼊コンテナ貨物流動調査

【輸出】

【輸⼊】
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統計量 貨物量 ︓ フレートトン
属性 ⽣産地 ︓ 都道府県、⽣活圏

申告時の蔵置場所 ︓都道府県、⽣活圏
コンテナの詰め場所︓都道府県、⽣活圏
コンテナ詰め施設 ︓施設区分、施設種別
船積港 ︓ 船積港、船積場所
仕向港 ︓ 航路、仕向港
仕向国 ︓ 州名、国名
港湾統計品⽬ ︓ ⼤分類名、８１品⽬名

■統計量と属性（輸出）

属性ごとに統計量を集計する（エクセル）
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■属性データ
• 都道府県
• ⽣活圏（全国207⽣活圏）＝次ページ及び別紙参照

→建設省が定めた「地⽅⽣活圏」をベースとした圏域
地⽅⽣活圏が設定されていなかった⼤都市圏にも設定

• 港湾（国内）
→本データ内には61港湾

• 航路
→15航路

• 港湾（海外）
→本データ内には163港湾

• 国名
→本データ内には208の国と地域を収録

• 品⽬ ＝別紙参照
→⼤分類と８１品⽬
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■元データファイルの加⼯
• 元提供データは、輸⼊と輸出の２つのエクセルファイル
• これを、１つのエクセルファイルの２シートにコピー
• 属性データにコード番号を付与して、シート内にコード番号の
列を追加

• 集計表の表側・表頭に使える属性リストのシートを追加

• 本⽇は、このエクセルファイルを配布
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■地図ファイルの準備
• ＧＩＳでマップ化するには地図データが必要
• 今回は、207⽣活圏のポリゴンデータと61港湾の点データを作成

→ 配布
• 207⽣活圏は国⼟数値情報（国⼟交通省）の⾏政界（市町村界）
データの市町村ポリゴンを結合

→「shicode」フィールドに⽣活圏コードを収録
• 61港湾データは国⼟数値情報の港湾データから抽出

→「portcode」フィールドに
港湾コードを収録

⿊字︓207⽣活圏
⻘地︓61港湾 7



■エクセルによる集計

元データのシート名＝”H25EX”
A 貨物量＝SUMIF関数

=+SUMIF(H25EX!$C$3:$C$88048,$B3,H25EX!$AD$3:$AD$88048)

B （仕向地の）州別貨物量＝SUMIFS関数（条件式が複数あるとき）
=+SUMIFS(H25EX!$AD$3:$AD$88048,

H25EX!$C$3:$C$88048,$B3,H25EX!$V$3:$V$88048,G$2)

データシートの⽣活圏コードの列
この⾏の⽣活圏コード

データシートの貨物量の列

データシートの貨物量の列

データシートの⽣活圏コードの列
この⾏の⽣活圏コード

データシートの仕向地州コードの列
この列の州コード

A B

抽出条件

抽出条件１ 抽出条件２

「⽣活圏集計」シート

配布のファイルには「港湾集計」シートもあり 8



■QGISによるマップ作成
• 使⽤する地図データ

seikatsuken.shp 207⽣活圏
port.shp 61港湾

・貨物量データ
エクセルの「⽣活圏集計」シートをcsvで保存したもの
kamotsu01.csv

エクセルの「港湾集計」シートをcsvで保存したもの
kamotsu02.csv

※csvのデータ型指定ファイル
上のcsvだけをQGISで読むと、フィールドがすべて⽂字型に
なってしまうので、フィールドの型を⽰すテキストファイルを
作成しておく
→フィールドの順に”integer” “real” “string”をカンマで区切って
並べたファイル。ファイル名はデータcsvと同じで、拡張⼦を
csvtとする。
kamotsu01.csvt    kamotsu02.csvt も配布データに含む
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■QGISを起動して地図ファイル・データファイルを読込む
• QGISのアイコンをクリックして、QGISを起動する
• 左下の「レイヤパネル」にファイル（shape2つとcsv2つ）をドラッグする

seikatsuken.shp
port.shp
kamotsu01.csv
kamotsu02.csv 10



■地図とデータを結合する
• レイヤパネルの地図レイヤ名を右クリックして、「プロパティ」をクリック
• 左側の「結合」タブを選択し、下⽅の「＋」（追加）ボタンをクリックすると
「ベクタ結合の追加」ウィンドウが表⽰される。

• 「レイヤの結合」、「フィールドを結合する」、「ターゲットフィールド」は
下図のように選択する。

• 「フィールド名の接頭辞」にチェックを⼊れて、下枠内を空⽩に、「OK」。

※港湾データでは、
「kamotsu02」
「portcode」
「portcode」

を選択する。

※メニューの「属性
データを開く」をク
リックして、属性に
貨物量データが結合
されたことを確認す
る。
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■データ地図（パイチャート）を作成する
• レイヤパネルの地図レイヤ名を右クリックして、「プロパティ」をクリック
• 「ダイヤグラム」タブをクリックして、「このレイヤのダイヤグラムを表⽰す
る」にチェックを⼊れて、「ダイアグラムタイプ」で「パイチャート」を選択

• その左下の「属性」をクリックし、利⽤可能な属性の「アジア州」〜「南アメ
リカ州」を選択して「＋」をクリック。
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• 「属性」の下の「配置」をクリックして、「配置」で「重⼼上」を選択する。
• 「OK」をクリックすると描画される。
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• ダイヤグラムの円の⼤きさを貨物量に⽐例させたいときは、「⼤きさ」タブを
クリックして、下のように設定する。

※「最⼤値」は「検索」をクリックす
ると⾃動的に数値が⼊る。
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• ⽣活圏の名称の表⽰は、マップのプロパティの「ラベル」タブで設定する。
• 「配置」メニューの「配置」で「⽔平」を選ぶ。（ダイヤグラムが⼩さいとき
⽂字と重なるとダイヤグラムが⾒えないため）

• 「レンダリング」メニューで、「このレイヤの全ラベル表⽰（衝突するラベル
も含む」にチェックを⼊れる。（すべての⽣活圏名を表⽰するため）
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• 港湾名もラベル表⽰すると下のようになる。（「テキスト」メニューで
フォントを変更）

• 港湾のマークを変更するときは、「スタイル」タブで変更する。
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